
長
年
の「
伝
統
」と
会
員
の
声
を
元
に
し
た「
革
新
」で
加
入
者
を
守
る

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
保
険

自動的に電気ショック
ＡＥＤレンタル

保険商品を通じて安心・安全を提供

４月１日付就任

宮本洋之氏
営業担当部長

２
０
２
０
保
険
年
度
の
傾
向

お役に立ちますＪＴＢ旅連事業
（２３） 第３１２９号第３種郵便物認可２０２２年（令和４年）６月６日（月曜日）

セ
コ
ム
「
Ａ
Ｅ
Ｄ

３
６
０
Ｐ
」

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
事
業
で
は
、
セ
コ
ム

の
新
型
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
旅
館
・
ホ
テ
ル
に
提

案
し
て
い
る
。
宿
泊
客
が
事
故
に
遭
っ

た
と
き
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
備
え
て
お
き

た
い
。

提
案
し
て
い
る
の
は
、
セ
コ
ム
Ａ
Ｅ

Ｄ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
「
Ａ
Ｅ
Ｄ

３
６
０
Ｐ
」
。
心
電
図
を
解
析
し
電
気

シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場

合
、
自
動
的
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え

る
。
ボ
タ
ン
操
作
が
不
要
な
た
め
、
電

気
シ
ョ
ッ
ク
が
行
わ
れ
な
い
リ
ス
ク
を

軽
減
。
救
助
者
が
電
気
シ
ョ
ッ
ク
ボ
タ

ン
を
押
す
こ
と
の
心
理
的
負
担
の
軽
減

も
期
待
で
き
る
。

キ
ャ
リ
ン
グ
ケ
ー
ス
収
納
時
の
サ
イ

ズ
は
高
さ

×
幅
２
０
０
×
奥
行
き
２

０
５
㍉
。
重
さ
は
１
・
４
㌔
。
小
型
軽

量
で
持
ち
運
び
も
便
利
。

音
声
ガ
イ
ド
と
ア
イ
コ
ン
の
点
滅
表

示
で
操
作
を
サ
ポ
ー
ト
。
誰
で
も
簡
単

に
操
作
で
き
る
。

レ
ン
タ
ル
方
式
で
、
消
耗
品
交
換
の

時
期
が
来
た
ら
セ
コ
ム
か
ら
自
動
的
に

新
し
い
消
耗
品
が
送
ら
れ
て
く
る
。
レ

ン
タ
ル
代
に
は
消
耗
品
交
換
費
用
も
含

ま
れ
て
お
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
後

は
セ
コ
ム
へ
連
絡
す
る
だ
け
で
消
耗
品

が
速
や
か
に
発
送
さ
れ
る
。

盗
難
や
自
然
災
害
に
よ
る
故
障
、
滅

失
、
破
損
の
場
合
に
は
無

料
で
交
換
。
年
中
無
休
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
で
、

時

間
３
６
５
日
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
が
対
応
す
る
。

レ
ン
タ
ル
期
間
は
当
初

５
年
、
以
降
１
年
ご
と
の

更
新
。最
長
期
間
は
８
年
。

旅
ホ
連
会
員
価
格
は
月

額
４
０
７
０
円
（
税
込

み
）
。
保
証
金
２
万
円
は

免
除
。
キ
ャ
リ
ン
グ
ケ
ー

ス
が
付
く
。

３
月
末
ま
で
４
年
間
に
わ
た

り
勤
務
し
て
い
た
旅
ホ
連
本
部

で
は
、
「
宿
泊
増
売
」
「
地
域

振
興
・
観
光
振
興
」
「
人
財
育

成
」
「
組
織
強
化
」
を
四
つ
の

柱
と
し
て
業
務
に
あ
た
っ
て
い

ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連
事
業

で
は
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
会
員
の

皆
さ
ま
の
信
頼
の
パ
ー
ト
ナ

ー
」
と
し
て
、
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ

連
会
員
の
皆
さ
ま
の
安
心
を
サ

ポ
ー
ト
」
し
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連

の
『
宿
泊
増
売
』
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
」
す
る
と
共
に
、
「
不
測

の
事
故
に
よ
る
旅
館
・
ホ
テ
ル

経
営
リ
ス
ク
の
補
完
」
「
お
客

さ
ま
（
被
害
者
）
の
救
済
」
に

役
立
つ
べ
く
保
険
商
品
を
通
じ

て
安
心
・
安
全
の
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
険
事
業
以
外
で
は

新
型
機
種
が
登
場
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ

レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
や
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
一
括
決
済
サ
ー
ビ

ス
「
Ｃ
↓
Ｒ
Ｅ
Ｘ
」
の
次
期
端

末
更
新
を
数
年
後
に
控
え
、
さ

ら
に
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
に

こ
れ
ら
の
導
入
の
ご
検
討
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
注
目
す
べ
き
保
険
と
し

て
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
原
因

に
よ
る
昨
今
の
異
常
気
象
、
南

岸
低
気
圧
や
寒
波
襲
来
に
よ
る

大
雪
、
大
型
台
風
の
襲
来
や
線

状
降
水
帯
に
よ
る
大
雨
、
洪
水

な
ど
に
よ
る
土
砂
崩
れ
、
土
石

流
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
施
設

の
損
傷
な
ど
で
営
業
が
で
き
な

く
な
っ
た
ケ
ー
ス
、
施
設
の
設

備
に
損
傷
が
発
生
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
な
ど
に
備
え
て
の
「
災

害
休
業
あ
ん
し
ん
保
険
」
へ
の

加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

「
災
害
休
業
あ
ん
し
ん
保
険
」

へ
の
会
員
の
加
入
率
は
６
％
と

な
っ
て
お
り
、
万
が
一
の
リ
ス

ク
へ
の
備
え
は
ま
だ
ま
だ
だ
と

認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

加
入
へ
の
検
討
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
の
経
営
環
境

を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
は
自
然
災

害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や

ト
コ
ジ
ラ
ミ
や
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属

菌
だ
け
で
な
く
、
個
人
情
報
漏

え
い
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対

応
準
備
も
必
要
で
す
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ

旅
連
事
業
で
は
こ
の
よ
う
な
リ

ス
ク
に
も
対
応
す
べ
く
、
会
員

の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
、
皆
さ

ま
の
お
役
に
立
て
る
保
険
や
商

品
を
ご
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

旅
ホ
連
保
険
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
保
険
は
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
の

「
会
員
専
用
」
の
保
険
と
し
て

１
９
６
２
年
２
月
に
誕
生
。
以

来
、
「
宿
泊
特
化
型
」
の
損
害

賠
償
責
任
保
険
と
し
て
会
員
の

ニ
ー
ズ
を
常
に
取
り
入
れ
な
が

ら
進
化
を
重
ね
て
い
る
。

会
員
の
声
を
反
映
し
た
主
な

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
と
し
て
、
２
０

１
６
年

月
に
「
自
然
災
害
時

一
時
金
支
払
い
特
約
」
、

年


月
に
「
迷
惑
行
為
被
害
弁
護

士
費
用
等
補
償
特
約
」を
新
設
。


年
２
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
発
生
時
の
消
毒

・
休
業
補
償
を
追
加
し
た
。
同

年

月
、
「
ト
コ
ジ
ラ
ミ
駆
除

喪
失
利
益
担
保
特
約
」
も
新
設

し
て
い
る
。

会
員
を
取
り
巻
く
多
様
な
リ

ス
ク
に
対
し
て
手
厚
い
補
償
を

提
供
＝
上
図
参
照
。
か
ゆ
い
所

に
手
が
届
く
補
償
も
特
徴
で
、

宿
泊
客
と
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た

場
合
に
「
初
期
対
応
費
用
」
か

ら
見
舞
金
の
支
払
い
が
可
能

だ
。
大
事
故
が
発
生
し
た
際
も

「
旅
ホ
連
保
険
な
ら
で
は
の

『
高
額
な
支
払
い
限
度
額
』
で

安
心
」
と
同
社
。

全
国
の
拠
点
に
東
京
海
上
日

動
専
任
担
当
者
を
設
置
し
、
専

門
性
を
持
っ
た
対
応
が
可
能
。

専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で

時

間
・
３
６
５
日
対
応
し
て
お
り
、

夜
間
、
休
日
も
安
心
だ
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
保
険
は
「
団

体
保
険
」
な
の
で
、
個
別
で
保

険
契
約
す
る
よ
り
も
安
い
。
団

体
割
引
の
ほ
か
、
セ
ッ
ト
割
引

も
あ
る
。
ま
た
、
事
故
が
発
生

し
て
も
、
団
体
単
位
で
保
険
料

率
を
計
算
す
る
の
で
保
険
料
が

上
が
り
に
く
い
。

前
年
度
（

保
険
年
度
）
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
消
毒

関
連
の
件
数
が
急
増
し
た
が
、


保
険
年
度
は
施
設
内
で
の
発

症
は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。
感

染
防
止
対
策
の
効
果
が
現
れ
て

い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
休
業
を
も
補
償
す
る

「
食
中
毒
等
休
業
あ
ん
し
ん
保

険
」の
加
入
が
増
加
し
、こ
の
保

険
に
よ
り
休
業
補
償
を
受
け
た

施
設
が
件
数
と
し
て
は
対
前
年

２
９
０
％
と
な
っ
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
で
万
一

の
休
業
の
際
に
は
、
食
中
毒
等

休
業
あ
ん
し
ん
保
険
に
よ
り
、

休
業
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
宿
泊
客
が
減
少
し

て
い
る
の
で
、
宿
泊
客
個
人
賠

責
責
任
保
険
や
駐
車
場
保
険
は

減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。

施
設
管
理
で
の
支
払
額
が
突

出
し
て
い
る
の
は
、
施
設
内
で

重
油
漏
れ
が
発
生
し
、
近
隣
へ

の
賠
償
責
任
が
生
じ
、
高
額
の

保
険
料
の
支
払
い
が
あ
っ
た
た

め
。
こ
の
よ
う
な
施
設
側
に
賠

償
責
任
が
生
じ
る
事
故
を
手
厚

い
補
償
内
容
で
カ
バ
ー
す
る
の

が
旅
ホ
連
保
険
の
強
み
だ
。

ＪＴＢ旅連事業は、「ＪＴＢ旅ホ連
会員の皆さまの安心をサポート」「Ｊ
ＴＢ旅ホ連の『宿泊増売』をバックア
ップ」を基本理念に、①会員に役立つ
サービス事業の推進②旅ホ連活動の強
化に向けた支援③ＪＴＢグループの一
員としての貢献―を進めている。中心
となる事業にスポットを当てた。




